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山
門
を
く
ぐ
る
と
す
ぐ
に

池
が
あ
る
。
右
が
放
生
池
、

左
の
妙
智
池
に
は
蓮
が
咲
い

て
い
た
。
鎌
倉
に
は
蓮
の
名

所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
比
べ

て
こ
こ
の
池
は
小
さ
い
。
そ

の
規
模
が
気
に
入
っ
た
。
　

　
木
々
が
枝
を
垂
れ
キ
ラ
キ

ラ
輝
く
。
暗
い
山
門
を
背
景

に
、
蓮
の
花
が
白
く
浮
き
出

し
て
い
る
。
手
前
に
は
放
生

池
に
咲
い
て
い
た
シ
モ
ツ
ケ

や
キ
キ
ョ
ウ
を
配
し
た
。
ま

る
で
極
楽
の
よ
う
だ
な
ぁ
。

　
小
さ
な
極
楽
が
鎌
倉
に
は

沢
山
あ
る
。

　
水
彩
画
　
46
×
61
㎝

　
真
夏
の
ス
ケ
ッ
チ
は
早
朝

と
夕
方
に
限
る
。
他
所
を
寄

り
道
し
て
長
谷
寺
に
８
時
に

着
い
た
。
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「
極 

楽
」

黒
川
　明

　
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
歴

史
・
郷
土
資
料
を
保
有
す
る

鎌
倉
の
図
書
館
の
、
経
験
豊

か
で
力
量
あ
る
職
員
が
こ
こ

数
年
の
う
ち
に
い
な
く
な
る

の
を
危
惧
し
て
、
市
民
団
体

「
図
書
館
と
と
も
だ
ち
・
鎌

倉
」（
和
田
安
弘
会
長
・
会
員

１
２
０
人
）
が
司
書
資
格
を

持
つ
正
職
員
の
新
規
採
用
を

要
望
す
る
署
名
活
動
を
５
月

か
ら
行
い
、
８
月
上
旬
ま
で

に
集
め
た
３
０
６
０
人
の
署

名
を
８
月
12
日
、
岩
岡
寛
人

鎌
倉
市
教
育
長
に
提
出
し
た
。

　
鎌
倉
市
で
は
１
９
９
３
年

を
最
後
に
図
書
館
の
有

資
格
正
職
員
の
新
規
採

用
を
取
り
や
め
て
お

り
、
司
書
資
格
を
も
っ

た
職
員
が
28
年
間
採
用

さ
れ
て
い
な
い
。
図
書

館
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を

落
と
さ
な
い
た
め
に
早

急
に
新
規
正
職
員
を
採

用
す
る
必
要
性
が
考
え

ら
れ
る
。

　
同
会
は
、
図
書
館
の

質
を
よ
り
高
め
る
た
め

署
名
を
教
育
委
員
会
に
提
出
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値
段
は
正
直

〈
屋
根
編
３
〉
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家
に
と
っ
て
一
番
大
事
で

注
意
す
べ
き
箇
所
は
土
台
と

屋
根
で
す
。
屋
根
の
仕
上
げ

材
を
何
に
す
る
か
（
瓦
・
ス

レ
ー
ト
・
金
属
）
は
別
問
題

で
、
下
葺
き
材
で
す
べ
て
決

ま
り
ま
す
。

　
仕
上
げ
材
だ
け
で
も
小
雨

程
度
な
ら
十
分
防
げ
ま
す
が

強
い
雨
風
に
な
る
と
仕
上
げ

材
の
下
に
も
雨
水
が
侵
入
し

て
き
ま
す
。
下
葺
き
材
が
そ

の
雨
水
を
受
け
止
め
排
水
す

る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
屋
根
は
勾
配
と
仕
上
げ
材

と
下
葺
き
材
の
３
つ
の
要
素

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
勾

配
は
ほ
ぼ
平
ら
に
近
い
も
の

か
ら
足
場
を
組
み
上
げ
な
け

れ
ば
施
工
で
き
な
い
ほ
ど
急

な
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
勾

配
は
急
な
も
の
ほ
ど
雨
水
の

侵
入
は
防
げ
ま
す
、

　
仕
上
げ
材
は
耐
震
を
考
え

る
と
軽
い
方
が
安
心
で
す
。

下
葺
き
材
は
雨
水
だ
け
で
な

く
湿
気
も
防
ぐ
性
質
の
も
の

の
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
薄
い
ル
ー
フ
ィ

ン
グ
か
ら
改
質
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
・
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
フ
ェ
ル
ト
等
と

色
々
あ
り
、
耐
用
年
数
も
10

年
程
度
の
も
の
か
ら
60
年
位

ま
で
あ
り
、
値
段
も
数
千
円

～
数
万
円
と
か
な
り
開
き
が

あ
り
ま
す
。
見
え
な
い
所
で

す
が
、
良
い
家
と
は
見
か
け

よ
り
性
能
を
大
事
に
す
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
安
物
買
い
の
銭
失
い
」

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
本
当

の
事
を
言
っ
て
く
れ
る
人
を

身
近
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

鎌
倉
市
の
図
書
館
に
司
書
を

３
０
６
０
人
分
の
署
名
を
教

育
長
に
提
出
す
る
和
田
会
長

に
も
次
世
代
職
員
の
継
続
的

育
成
が
喫
緊
で
あ
る
と
、
司

書
有
資
格
者
の
新
規
採
用
を

求
め
る
要
望
書
を
２
０
０
６

年
か
ら
こ
れ
ま
で
５
回
に
わ

た
り
、
市
長
、
教
育
長
に
提

出
し
て
き
た
が
、
納
得
の
い

く
回
答
を
得
ら
れ
ず
、
今
回

署
名
活
動
に
踏
み
切
っ
た
。

　
岩
岡
教
育
長
は
「
持
続
可

能
な
運
営
体
制
を
ど
う
い
う

形
で
つ
く
っ
て
い
く
か
、
朴

澤（
徹
範
）図
書
館
長
と
と
も

に
考
え
て
い
き
た
い
」
と
署

名
名
簿
を
受
け
取
っ
た
。

　
署
名
活
動
は
継
続
し
て
お

り
、
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
で

受
付
中
。和
田
代
表
は「
１
１

０
年
の
歴
史
あ
る
鎌
倉
の
図

書
館
が
こ
れ
か
ら
の
１
０
０

年
も
市
民
に
と
っ
て
有
用
な

図
書
館
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、 

皆
様
の
ご
署
名
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
協
力
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

温古堂リニューアル
ご家族でどうぞ

　
８
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
仏
壇
仏
具

の
老
舗
温
古
堂
を
訪
れ
た
。

　
同
店
は
、
江
戸
時
代
後
期

１
８
４
６
年
（
弘
化
４
）
創

業
で
、
今
年
で
１
７
４
年
。

現
在
の
建
物
は
１
９
７
５
年

（
昭
和
50
）
に
建
設
さ
れ
た

も
の
で
、
老
朽
化
に
伴
い
、

今
回
の
改
装
工
事
に
踏
み

切
っ
た
。

　「
気
軽
に
入
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
窓
を
広
く
し
て
、

店
内
を
明
る
く
し
ま
し
た
」

と
、
話
す
の
は
社
長
の
山
田

哲
也
さ
ん（
43
）＝
写
真
。
大

き
な
ガ
ラ
ス
張
り
を
通
し
て

建
物
の
外
か
ら
中
が
の
ぞ
け

る
。
棚
を
柔
ら
か
い
木
目
調

の
も
の
で
統
一
し
、
店
内
を

明
る
く
し
た
。

　
１
階
に
は
、
仏
具
の
ほ
か

線
香
や
お
香
、
ロ
ウ
ソ
ク
、

お
り
ん
も
モ
ダ
ン
な
タ
イ
プ

が
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、
ペ
ッ
ト

仏
具
に
は
、
小
さ
な
骨
壺
や

猫
用
に
カ
ツ
オ
ブ
シ
の
香
り

の
ロ
ウ
ソ
ク
や
線
香
な
ど
も

あ
り
、
見
て
い
て
楽
し
い
。

神
具
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
鉄
道

フ
ァ
ン
の
社
長
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
大
き
な
鉄
道
模
型

が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
連
れ

も
楽
し
み
な
が
ら
買
い
物
が

で
き
そ
う
。

　
２
階
に
は
、
高
品
質
・
良

デ
ザ
イ
ン
の
豊
富
な
種
類
の

仏
壇
が
１
０
０
以
上
展
示
さ

れ
て
い
て
、
和
室
に
置
い
た

時
の
雰
囲
気
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
温
か
み
の
あ
る
展

示
と
丁
寧
な
対
応
に
な
ん
だ

か
気
持
ち
も
明
る
く
な
っ
た
。   

 （
１
面
題
字
横
に
ご
案
内
）

　「
車
を
手
放
し
た
い
け
ど
、

面
倒
」「
安
心
し
て
車
を
売

り
た
い
」
そ
ん
な
人
に
お
勧

め
し
た
い
の
が
、
鎌
倉
・
逗

子
周
辺
で
実
績
多
数
の
車
買

取
専
門
店
「
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー

ズ 
鎌
倉
店
」
に
相
談
し
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　「
最
近
は
、
運
転
卒
業
を

考
え
て
い
る
方
か
ら
の
ご
相

談
や
お
問
い
合
わ
せ
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
売
却

時
の
手
続
き
や
、
お
車
の
引

き
取
り
ま
で
、
全
て
安
心
し

て
お
任
せ
く
だ
さ
い
」
と
坂

野
代
表
。

　
同
店
で
は
大
き
な
店
舗
を

持
た
ず
、
地
域
密
着
の
出

張
査
定
に
特
化
す
る
こ
と

で
、
抑
え
た
経
費
を
買
取
金

額
に
還
元
。
他
社
で
査
定
額

が
０
円
と
言
わ
れ
た
車
も
最

低
２
万
円
以
上
で
買
い
取
っ

て
く
れ
る
（
１
６
０
０
㏄
以

下
は
５
千
円
以
上
）。
代
金

は
即
日
現
金
払
い
で
、
名
義

変
更
の
完
了
通
知
書
が
届
く

の
で
安
心
だ
。
支
払
い
済
み

の
自
動
車
税
の
還
付
手
続
き

ま
で
行
っ
て
く
れ
る
（
軽
除

く
）。

　
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉

店
（
七
里
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

９
時
～
20
時
・
定
休
日
な
し ワクチン接種済みです

車
を
売
ろ
う
か
検
討
中
な
ら

任
せ
て
安
心
・
地
元
の
車
買
取
店
へ

　
龍
寳
寺
境
内
に
あ
る
「
玉

縄
歴
史
館
で
夏
休
み
中
、
高

校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

が
実
施
さ
れ
、
約
40
人
が
参

加
し
た
。
同
歴
史
館
に
は
、

玉
縄
城
址
の
立
体
模
型
、
民

具
や
農
具
な
ど
の
展
示
が
あ

り
、
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
玉
縄
の
歴
史
を
次
世
代
に

伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
る
市
民
団
体
「
玉
縄

城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議
」（
荒

井
章
会
長
、
会
員
約
40
人
）

は
、
同
寺
の
了
解
を
得
て
歴

史
館
の
展
示
品
の
管
理
や
、

２
階
の
民
具
カ
ー
ド
づ
く
り

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今

回
、
生
徒
た
ち
は
そ
の
「
城

主
の
館
模
型
つ
く
り
」
や
民

具
カ
ー
ド
づ
く
り
を
し
た
。

　
８
月
５
日
は
、
鎌
倉
女
学

院
の
１
年
生
６
人
、
県
立
深

沢
高
校
か
ら
１
人
が
訪
れ
、

伊
藤
一
美
さ
ん
の
歴
史
講
話

や
同
会
・
荒
井
幸
子
副
会
長

の
縄
文
土
器
の
話
な
ど
を
聞

い
た
後
、
作
業
を
行
っ
た
＝

写
真
。

　
同
歴
史
館
を
初
め
て
訪
れ

た
生
徒
た
ち
は
、「
古
い
も

の
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い

て
、
そ
れ
に
手
で
触
れ
ら
れ

る
こ
と
に
驚
い
た
」「
同
じ

鎌
倉
で
も
学
校
の
あ
た
り
と

違
っ
て
こ
の
辺
は
自
然
が
豊

か
」
と
話
し
て
い
た
。

高
校
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

第
70
回
実
朝
祭

　
短
歌
大
会 

　
第
70
回
実
朝
祭
短
歌
大
会

は
、
紙
上
短
歌
大
会
と
し
て

８
月
９
日
に
実
施
さ
れ
た
。

　
１
１
９
首
（
う
ち
県
外
か

１
１
９
首
奉
納

玉
縄
歴
史
館
で

ら
40
首
）
の
出
詠
が
あ
り
、

大
賞
の
鶴
岡
八
幡
宮
賞
「
低

空
の
ツ
バ
メ
避
け
つ
つ
代し
ろ
を

掻か

く
マ
シ
ン
は
ピ
ア
ス
の
孫

が
動
か
す
」
山
田
ゆ
た
か
さ

ん
（
伊
勢
原
）、
鎌
倉
朝
日

賞
「
雪
残
る
利
尻
の
富
士
の

峰
の
上
声
を
交
は
し
て
白
鳥

渡
る
」
藤
林
正
則
さ
ん
（
北

海
道
）ら
18
首
が
入
賞
し
た
。

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも
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